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PC－38．
当科における鼻腔N：K／Tリンパ腫症例のPCR
法による組織学的検討
（耳鼻咽喉科学）
○高田　大輔、伊藤　博之、鈴木　　衛
（八王子・耳鼻咽喉科）
　吉田　知之
　これまでNK細胞性リンパ腫とT細胞性リンパ腫
を判別するものはCD56やTCR再構築の有無である
とされてきたが、過去にT細胞性リンパ腫と診断され
たものの中にはこれらの検査を行っていないものも
多く、T細胞性と診断されたものがNK細胞性であっ
た可能性も考えられている。今回我々は当科にて鼻腔
NK／T細胞リンパ腫と診断されたものおよび、過去に
T細胞リンパ腫と診断された症例の組織標本に対し
て改めて免疫染色およびTCR再構築検査を行い、そ
の組織学および分子生物学的特徴について比較検討
を行った。対象・方法：1990～2003年にかけて当科に
て鼻腔NK／T細胞リンパ腫およびT細胞リンパ腫と
診断された患者19名（NK／T　ll例／T　8例、男性ll
名／女性8名、年齢23～82歳・中間49歳）で、当該症
例についてパラフィン固定標本からの免疫染色およ
びPCR法によるTCR再構築の有無を確認し、組織学
および分子生物学的特徴について検討した。結果：免
疫染色およびTCR再構築検査の結果、　T細胞性と診
断されたリンパ腫について、実際はその多くにNK細
胞性が含まれていたことが示唆された。
PC－39．
肺腺癌の術後再発に関連するArp2とWAVE2
の共発現
（大学院単位取得・内科学第五専攻）
○仙波征太郎
（内科学第五）
　大石　修司、中村　博幸、松岡　　健
（病理診断学）
　岩屋　啓一、松林　　純、芹澤　博美
　向井　　清
【目的】Actin－related　protein2（Arp2）及びWASP
family　Verprolin－homolugus　protein2（WAVE2）は細
胞運動に関与する。肺腺癌におけるこれらの蛋白の発
現様式と術後予後の関連について検討した。
【対象と方法】　1993年から1998年に外科的切除され
たIA期からIV期までの肺腺癌143症例を対象とし
Arp2、　WAVE2の免疫染色を行った。
【結果】Arp2、　WAVE2はともに肺腺癌細胞の胞体内
に発現しており、連続切片における両者の腫瘍内局在
は一致した。Arp2とWAVE2の共発現率は全143症
例中100症例（70％）でIA期は46．8％とやや低く、IB
期以降は76．6％から100％と高かった。各組置型にお
ける共発現率はBronchioloalveolar（BAC）の症例で
18％と低く予後は良かった。他の組織型はPapillary
（Pap）　76％，　Acinar　100％，　Solid　100％，　with　mixed
subtype（Mix）815％でBACと比較して共発現率が高
く予後は悪かった。Mixに含まれるBACとPapを併
せ持つ構造（BAC＋Pap）の症例は共発現率が54％で
共発現率、予後ともにBACとPapの中間であった。
　各条件においてArp2、　WAVE2の共発現群と非共
発現群の術後再発と生存をKaplan－Meier法により分
析しLogrank検定で評価した。全143例において共発
現群は非共発現群より有意に再発が高く（P≦O．OOO　1）
生存が低かった（P＝0．㎜3）。病理病期ではIA期と
IB期からなる77症例において共発現群は有意に再発
が多かった（P＝O．OO15）。組織型ではPapとBAC＋
Papからなる54症例において共発現群は有意に再発
が多かった（P＝0．0299）。
【結論】全143例における再発と生存、病理病期IA
期IB期および組織型PapとBAC＋Papの肺腺癌症
例において腫瘍細胞のArp2とWAVE2の共発現は
癌浸潤に関与し術後再発の危険因子である可能性が
示唆された。
PC－co．
EBV陽性胃癌の形成メカニズムの検討2
（微生物学）
○小林　　了、角田　修次、江原　友子
　五十嵐美絵、水野　文雄
　日本人における胃癌の約7％はEBウイルス（EBV）
陽性胃癌であり、その癌化においてはEBVの積極的
な関与が示唆されている。我々はin　vitroの実験系か
ら、上皮細胞におけるEBV感染がEBV陰性上皮細胞
とEBV感染B細胞の細胞融合によって成立すること
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を見出しEBV陽性胃癌のモデルを作成した。今回、生
体内の胃癌が胃上皮性細胞とB細胞との細胞融合に
よって形成されているかどうかを明らかにするため
に、臨床ヒト胃癌標本100例を用い、EBERl（EBV－
encoded　small　RNA　l）の発現を標的にEBVゲノムを
スクリーニングした。見いだしたEBV陽性胃癌2例
から成熟B細胞マーカーである免疫グロブリンの再
構成遺伝子の存在の有無を調べたところ、1例からH
鎖とπ鎖の再構成を証明することができた。これらの
結果は、EBV陽性胃癌が上皮細胞とEBV感染B細胞
との融合によって形成されたことを強く示唆してい
る。
システムを活性化することで癌浸潤や転移に関与し
ていることが示唆された。
PC－42．
脂腺母斑に生じた脂腺癌の一例
（皮膚科学）
○中崎　恵美、小宅
（形成外科学）
　松村　　一
（病理診断学）
　泉　　美貴
慎一、坪井　良治
PC－41．
ヒト肺腺癌細胞株A549における細胞表面uPA
活性に対するPGE2の影響
（内科学第五）
○小林　克行、高橋　君子、畑尾　英一
　岸　　厚次、小宮山　学、須藤　晃彦
　伊藤　昌之、来生　　研、清水谷尚宏
　足立　秀喜、柳生　久永、大石　修司
　中村　博幸、松岡　　健
　プロスタグランジンE2（PGE2）はシクオオキシ
ナ一極（COX）によってアラキドン酸から変換される
生成物であり、その過剰発現は様々な癌において重要
な生理的、機能的役割を有している。一方、ウロキナー
ゼタイププラスミノゲンアクチベ一層ー（uPA）は癌
細胞や血管内皮細胞などの多くの細胞から産生され
るセリンプロテアーゼであり癌浸潤や転移に深く関
わっている。uPAにはそのレセプター（uPAR）とイ
ンイビ自服（PAI）が存在し、これらが複雑に作用し
合ってuPAシステムを構築しuPA活性を左右して
いる。本研究ではヒト肺腺癌由来細胞株A549を用い
てPGE2がuPAシステムに如何なる影響を及ぼすか
を検討した。その結果、PGE2添加30分後よりuPA
mRNA発現の増加傾向が認められ、3時間後には細胞
表面のuPA抗原量が明らかに増加した。また、　PGE2
添加3時間後には細胞表面のuPA活性が明らかに促
進し、その効果はPGE2レセプター（EP）のアンタゴ
ニストであるAH6809、　AH23848により抑制された。
これらの結果より癌細胞表面のuPA活性はEPを介
したシグナルによって調整されており、PGE2がuPA
　57歳、女性。生下時より後頭部に脱毛斑が存在して
いた。初診5ヶ月前より脱毛部が隆起してきたため近
医受診。毛包系腫瘍を疑われ切除目的で当科紹介受
診。初診時、後頭部に16×13mmの表面に古註を伴う
腫瘤を認めた。腫瘤の周囲には全うんと一部脱毛斑を
伴っていた。脂腺母斑の二次性腫瘍を疑い、脱毛斑を
含み腫瘤を一部生検した。病理組織学的には、腫瘍細
胞は表皮と連続し、蜂巣を形成し真皮内に浸潤してい
た。腫瘍細胞は核小体の明瞭な核異型のある基底細胞
様細胞が主体で、かつ泡沫状細胞も多数みられた。病
変周囲は、一一部表皮と連続した脂腺の増生と異所性ア
ポクリン腺がみられた。以上、臨床経過と病理所見よ
り脂腺母斑上に生じた脂腺癌と診断した。頚部リンパ
節は触知せず、画像上も転移を疑わせる所見はなかっ
た。拡大全摘術を施行した。
PC－43．
膵癌の超音波内視鏡下穿刺組織を用いたムチン
コア蛋白解析
（内科学第四）
○糸井　隆夫、祖父尼　淳、土屋　貴愛
　栗原　俊夫、森安　史典
【背景】膵癌における粘液（ムチン）コア蛋白の検討
により、予後不良とされる通常型膵管癌は粘膜癌部、
浸潤部ともムチンコア蛋白であるMUCl発現が、予
後良好で浸潤する頻度の低い膵管内乳頭腫瘍（IPMT）
はMUCl発現はみられず、　MUC2発現が高率に認め
られる。しかし膵管内乳頭腫瘍も一旦浸潤すると浸潤
部にはMUCl発現を認めるとされる。近年超音波内
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